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これは，学術情報処理研究集会用論文のテンプレートです．LATEXを用いて論文を執筆される際の参考にな

れば幸いです．
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This is a LATEXtemplate of ’the meeting of Academic Computing and Networking’. We are glad if

this template helps you to write your article.
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1 はじめに

研究会に論文を投稿する際，研究会としての一定

の書式がないことで論文誌全体の統一感に支障が生

じることがあります．そこで，学術情報処理研究集

会に LATEX 形式の論文の投稿される場合のテンプ

レートを示します．

ここで想定している LATEXは 従来の LATEXでは

なく，現行の LATEX2ε です．そのため，LATEX2ε

のコマンドと LATEX のコマンドとの間で互換性が

ない場合があります．

なお，本文執筆に際し，奥村晴彦氏の書籍 [1]，

情報処理学会における投稿論文の LATEX スタイル

ファイル [2]を参考にしました．

2 基本書式

用紙の書式は，a4j の 2 段組で横書きです

(\documentclass[a4j,twocolumn]{jsarticle})．

ペ ー ジ 番 号 は 割 り 振 り ま せ ん

(\pagestyle{empty})．図 を 挿 入 で き る

よ う に ，graphicx パ ッ ケ ー ジ を 使 い ま

す (\usepackage[dvips]{graphicx})．ア

ブ ス ト ラ ク ト に つ い て は ，そ の 表 題 で

あ る’Abstract’ が 出 力 さ せ な い よ う に

\renewcommand{\abstractname}{}で 出 力 を

なくします．

タイトルは，\title{}の中に和文及び英文を記

述し，和文と英文は改行 \\ で行を変えます．

著者名, 所属, 住所は，\author{}の中に和文及

び英文を記述します．それぞれ和文と英文を交互

に記述します．著者のメールアドレスは，著者名

の和文表記の所に\thanks{} で記述します．この

際，電子メールアドレスであることが分かるよう

に，E-mail: を先頭に付けます．

日付は不要ですので，これを無効にするために

\date{} を記述します．

本文は，\begin{document}と \end{document}

の間に記述します．

タ イ ト ル ペ ー ジ を 作 る た め に ，

\titlepage\maketitle を記述します．

ア ブ ス ト ラ ク ト 及 び キ ー ワ ー ド は ，

\begin{abstract} と \end{abstract}の間に和

文及び英文で記述します．記述の順番は，和文アブ

ストラクト, 和文キーワード, 英文アブストラクト,

英文キーワードの順です．アブストラクトとキー

ワードの間は改行で分け，和文と英文との間は空

行を分けます．キーワードについては，それがキー

ワードであると分かるように，先頭はボールド体

で ’キーワード’ 及び ’KEYWORDS’ を記述し，こ

れらの次に ’:’ を記述します．その後に実際のキー

ワードを記述します．キーワードが複数個ある場合

は，キーワード間に半角文字のカンマ及び半角ス

ペースを記述します．

これらをまとめると，基本書式は以下のようにな

ります．

\documentclass[a4j,twocolumn]{jsarticle}

\pagestyle{empty}

\usepackage[dvips]{graphicx}

\renewcommand{\abstractname}{}

\title{和文タイトル\\

英文タイトル}

\author{

和文著者名\thanks{E-mail: 著者の電子メールア

ドレス} \\

英文著者名 \\

和文所属名 \\

英文所属名 \\

和文住所 \\

英文住所 \\

}

\date{}

\begin{document}

\titlepage\maketitle

\begin{abstract}

和文アブトラクト



\textbf{キーワード} : 和文キーワード 1, 和文

キーワード 2, ...

\\

英文アブストラクト

\textbf{KEYWORDS} : 英文キーワード 1, 英文

キーワード 2, ...

\end{abstract}

\endtitlepage

\begin{document}

\end{document}

3 執筆上の注意

基本的には，LATEX2εのコマンドを駆使して執筆

すれば良いのですが，いくつか注意点がありますの

で，ここではそれらだけを述べます．LATEX2εのコ

マンドは，関連書籍やネットをご覧下さい．

3.1 句読点及び英数字

和文で執筆する場合，句点は全角ピリオド ’．’

で，読点は全角カンマ’，’です．

• 句点: ’．’ → ’．’

• 読点: ’，’ → ’，’

英数字及び空白は半角です．

• 英字: ’Ｔｈｉｓ’ → ’This’

• 数字: ’１２３’ → ’123’

3.2 図の挿入

図を挿入したい場合，用いる図の形式は EPSで

す．figure 環境を用いて以下のようにします．

\begin{figure}[tbh]

\begin{center}

\resizebox{0.5\textwidth}{!}

{\includegraphics[keepaspectratio,clip]{EPS

ファイル名}}

\end{center}

\caption{図の説明}

\label{ラベル}

\end{figure}

図の大きさは \resizebox 中の数字で変更できま

す．このサンプルでは，図の大きさは元の 0.5倍で

記述していますが，適宜変更して下さい．実際には

図 1のようになります．

図 1 2段組の図

もし，1段組で図を挿入したい場合は，figure* 環

境を用いて以下のようにします．

\begin{figure*}[tbh]

\begin{center}

\resizebox{1.0\textwidth}{!}

{\includegraphics[keepaspectratio,clip]{EPS

ファイル名}}

\end{center}

\caption{図の説明}

\label{ラベル}

\end{figure*}

実際には図 2のようになります．

3.3 表の挿入

表を挿入したい場合，table 環境を用いて例えば

以下のようにします．

\begin{table}[tbh]

\begin{center}

\begin{tabular}{l|l}

\hline



図 2 1段組の図

説明 0 & 説明 1 \\ \hline

内容 0,0 & 内容 0,1 \\

内容 1,0 & 内容 1,1 \\ \hline

\end{tabular}

\end{center}

\caption{表の説明}

\label{ラベル 3}

\end{table}

この際，横罫線 \hline は引きすぎないようにしま

す．実際には表 1のようになります．

説明 0 説明 1

内容 0,0 内容 0,1

内容 1,0 内容 1,1

表 1 2段組の表

もし，1段組で図を挿入したい場合は，figure* 環

境を用いて例えば以下のようにします．

\begin{table*}[tbh]

\begin{center}

\begin{tabular}{l|l|l}

\hline

説明 0 & 説明 1 & 説明 2 \\ \hline

内容 0,0 & 内容 0,1 & 内容 0,2 \\

内容 1,0 & 内容 1,1 & 内容 1,2 \\ \hline

\end{tabular}

\end{center}

\caption{表の説明}

\label{ラベル}

\end{table*}

実際には表 2のようになります．

3.4 参考文献

参考文献を表す方法として，thebibliography

環境 もしくは BIBTEXを用います．

BIBTEX を用いる場合は，参考文献が記述さ

れている bib ファイルを用意します．そして，

\end{document}の直前に以下のような記述を行

います．

\bibliographystyle{junsrt}

\bibliography{bibファイル名}

命令 \bibliographystyle の所に参考文献が並び

ます．ここで，本文で参照した順に並べるために，

junsrt.bst という文献スタイルファイルを用いま

す．実例は，本文の最後の参考文献です．
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表 2 1段組の表


